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副 島 慶 輝 副 島 慶 輝

人工ペースメーカー外来
リウマチ外来
不妊症外来
難聴 ・ 補聴器外来
ペインクリニック
禁煙外来
頭痛外来
スポーツ外来
膝関節外来
健康診断
機能的脳神経外科
手の外科
足の疾患センター
骨軟部腫瘍
パーキンソン病
セカンドオピニオン外来

総合診療（再診のみ）
精神科（予約制）【G5】

糖尿病・血液内科

歯科口腔外科（予約制）

女性総合診療(予約制)

乳腺外科

循環器内科

呼吸器内科

脳神経内科

脳神経外科
機能的脳神経外科（毎月最終水曜日（予約制））

消化器内科

外科
消化器外科
内視鏡外科

呼吸器外科

肝臓内科

心臓血管外科
足の疾患センター（予約制）

腫瘍内科【Q2】

放射線治療科【Ｈ２】

麻酔科・ペインクリニック

整形外科

リウマチ科

皮膚科（予約制）

形成外科

泌尿器科

眼科

耳鼻いんこう科

リハビリテーション科
透析センター

小児科

産婦人科

救命救急センターＥＲ２４

生活習慣病センター

板 敷 康 隆

早 野 智 子

（午後外来は予約制）

近 藤 潤 也

近 藤 潤 也

内 本 亮 吾
藤 田 文 彦

峯 　 孝 友
栗山龍太郎
篠 原 道 雄
峯 　 孝 友

村 上 直 子
田 原 晋 作

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

林 　 公 一

松井久未子 松井久未子（再来のみ）鶴 　 政 俊

板 敷 康 隆

大 谷 　 望
古 谷 雄 司

大 谷 　 望

田中信一郎

吉 野 茂 文

北 原 正 博
堤 　 甲 輔

吉 野 茂 文

坂 口 栄 樹

内 本 亮 吾
藤 田 文 彦

伊原公一郎
富 永 康 弘

鄭 　 泰 秀 德 永 貴 範

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

林 　 公 一

板 敷 康 隆

早 野 智 子
大 谷 　 望大 谷 　 望
頴原　隆（非）

田中信一郎

坂 本 和 彦

近 藤 潤 也 矢 原 　 昇

田 和 聖 子
藤 田 文 彦

河 村 洋 行
栗山龍太郎

鄭 　 泰 秀

村 上 直 子

学 童 外 来
担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

齊藤剛（非）
（林　公一）（新患受付） （再　診） （再　診） （再　診）

若 林 祐 介 若 林 祐 介
鶴政俊（再来のみ）
德永　舞子
　板 敷 康 隆

長島由紀子

古 谷 雄 司

加藤香織（非） 生嶋一成（非）
尾 本 雅 俊

尾 本 雅 俊

矢 原 　 昇

林 　 弘 人
北 原 正 博

矢 原 　 昇 坂 本 和 彦

坂 口 栄 樹

村 上 雅 憲
村 上 雅 憲

村 上 雅 憲

内 本 亮 吾
藤 田 文 彦

峯 　 孝 友
富 永 康 弘

峯 　 孝 友
德 永 貴 範
鄭 　 泰 秀

田 原 晋 作 田 原 晋 作

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

林 　 公 一

若 林 祐 介 若 林 祐 介 若 林 祐 介
鶴 　 政 俊

板 敷 康 隆

早 野 智 子
古 谷 雄 司
早 野 智 子

田中信一郎
尾 本 雅 俊 田中信一郎 田中信一郎

尾 本 雅 俊 尾 本 雅 俊

山 下 勝 弘
藤岡裕士（非）

山 下 勝 弘

吉 野 茂 文

坂 本 和 彦
濵 﨑 太 郎

原 野 　 恵
西 山 夏 子

坂 口 栄 樹
千 原 大 典

坂 口 栄 樹
西 山 夏 子

原 野 　 恵
千 原 大 典

吉 野 茂 文
長島由紀子 長島由紀子長島由紀子長島由紀子

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信
（再診のみ）

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信
（再診のみ）

河 村 光 俊
佃 　 利 信

内 本 亮 吾
田 和 聖 子

伊原公一郎
河 村 洋 行
篠 原 道 雄

鄭 　 泰 秀
德 永 貴 範 德 永 貴 範 德 永 貴 範

村 上 直 子

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

牧 　 隆 司牧 　 隆 司牧 　 隆 司牧 　 隆 司

高須啓之（非）

牧 　 隆 司

林 　 公 一

松 本 泰 幸
担 当 医

松 本 泰 幸
担 当 医

岡 田 宗 正
松 本 泰 幸
担 当 医

松 本 泰 幸
担 当 医

松 本 泰 幸
担 当 医

橋本紗和子（非） 白水　舞（非）

松 本 裕 美 松 本 裕 美 松 本 裕 美平 岡 興 三 平 岡 興 三

午前
午前

午前

午前

午後

午後

午前

午前

午前（再来）

午前

　（新来）

（新来）
（再来）

（再来）

午前

午前

午前

午後

午前

午前

午前

午前

午前

午後

午前

午前

午前

午前

午前

午後（入院）

午前

午前

午後
午前

午前
午後

午前

24時間

午前

総合診療
【Ｇ２】

女性総合診療【Ｈ２】

循環器病
総合診療
【Ｇ２】

がん
消化器・肝臓病
総合診療
【Ｇ５】

長寿医療
総合診療
【Ｇ１】

透析センター【Ｇ８】

放射線診断科（紹介予約のみ） 午前

生活習慣病センター【Ｈ３】

成育医療
総合診療
【Ｇ３】

救命救急センター【ＥＲ】

特殊外来  ※要予約診 療 科 名 月 火 水 木 金グループ名

心理カウンセリング（予約制）

　　（新来）
　（再来）

（10時から） （10時から）
鄭 　 泰 秀
（10時から）（10時から） （10時から）

（11時以降予約のみ）

（受付時間11時まで）

（10時以降予約のみ） （10時以降予約のみ）（10時以降予約のみ）

午前

（　　）午前

　　（再来）午後

田 﨑 彩 子佐 藤 　 穣 佐 藤 　 穣 佐 藤 　 穣 田 﨑 彩 子

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

花香哲也（非）

小 林 　 博
小林かおり

小 林 　 博
小林かおり

小林 博（予約のみ）
小林かおり（予約のみ）

小 林 博（予約のみ）
小林かおり（予約のみ）

小 林 　 博
小林かおり

予約
新患

赤字は今月の変更分です。

柳 井 秀 雄
戒 能 聖 治

2021年8月１日
外来診療担当医一覧表

診療受付時間 ： 午前8：30～11：30
 午後（各診療科外来にお問い合わせください）

※休診日：土曜日・日曜日・祝祭日・年末年始（12/29～1/3）

〒752-8510　下関市長府外浦町1番1号

国立病院機構 関門医療センター
★代表

★地域医療連携室　

（★透析センター FAX（083）241-1308）

TEL（083）241-1199
FAX（083）241-1301
(紹介患者者専用ダイヤル ： 紹介状をお持ちの方)
TEL（083）241-1191（2561・2377）
FAX（083）241-1302

https://kanmon.hosp.go.jp/

画
像
を
用
い
た
低
侵
襲
的
血
管
内
治
療（
画
像
下
治
療
）に
つ
い
て

　
血
管
内
治
療
は
、使
用
で
き
る

器
具（
デ
バ
イ
ス
）の
進
歩
に
伴
い
、

急
速
に
進
歩
し
て
い
ま
す
。大
動

脈
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
留
置
術
や

大
動
脈
弁
置
換
術
も
大
腿
動
脈

か
ら
施
行
可
能
と
な
り
、血
管
内

治
療
が
よ
り
低
侵
襲
的
に
な
っ
て

い
ま
す
。我
々
が
行
っ
て
い
る
血
管

内
治
療
は
、各
種
出
血
に
対
す
る

塞
栓
術
や
内
臓
動
脈
瘤
の
塞
栓

術
、動
静
脈
奇
形
/
瘻
、静
脈

奇
形
の
塞
栓
・
硬
化
療
法
な
ど
が

あ
り
ま
す
。静
脈
奇
形
や
リ
ン
パ

管
奇
形
な
ど
で
は
、経
皮
的
硬
化

療
法
を
追
加
す
る
こ
と
で
患
者

さ
ん
の
症
状
軽
減
を
目
指
し
て

い
ま
す（
図
1
）。

　
外
傷
や
術
後
の
出
血
に
対
し
て

塞
栓
術
を
用
い
て
血
圧
の
安
定
を

見
た
目
に
は
分
か
ら
な
い
が
本
人

は
す
ご
く
気
に
し
て
い
る
静
脈
奇

形
や
リ
ン
パ
管
奇
形
の
患
者
さ
ん

に
対
し
て
も
、症
状
緩
和
の
た
め

加
療
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。外
科

的
切
除
は
有
効
な
治
療
法
で

す
が
、機
能
障
害
が
強
く
出
現
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。こ
の
た
め
、

治
療
法
ま
た
は
治
療
自
体
に
苦

慮
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、気
兼
ね

な
く
ご
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
現
在
、化
学
療
法
や
外
科
的

手
術
の
進
歩
に
よ
り
、担
癌
患
者

さ
ん
に
対
す
る
治
療
軽
減
が
図
れ

て
い
ま
す
。し
か
し
、科
学
的
根
拠

に
基
づ
い
た
医
療（
E
B
M
）で
は

症
状
緩
和
が
得
ら
れ
な
い
場
合
や

通
常
医
療
で
は
症
状
緩
和
が
得

ら
れ
な
い
場
合
に
は
、血
管
内
治

療
や
経
皮
的
治
療
が
有
効
な

場
合
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

病
態
に
よ
り
加
療
で
き
な
い
場
合

や
治
療
が
無
効
な
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、Oncology 

IV
R

も

疼
痛
緩
和
に
寄
与
で
き
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。放
射
線
診
断
科
と

し
て〝
画
像
診
断
及
び
画
像
下

治
療（
I
V
R
）〞と
し
て
、火
曜

日
午
前
中
に
外
来
を
行
い
ま
す

の
で
、主
治
医
の
先
生
と
ご
相
談

の
上
、紹
介
受
診
し
て
下
さ
い
。
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岡田　宗正
おかだ むねまさ

放射線科医長

　
本
年
6
月
か
ら
放
射
線

科
医
長
に
着
任
し
ま
し
た

岡
田
宗
正（
お
か
だ
む
ね

ま
さ
）と
申
し
ま
す
。私
は
、

平
成
7
年（
1
9
9
5
年
）

に
山
口
大
学
医
学
部
を

卒
業
し
、県
立
広
島
病
院
、

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学

及
び
山
口
大
学
院
を
経
て
、

山
口
大
学
附
属
病
院
で
研

鑽
を
積
み
ま
し
た
。山
口
大

学
附
属
病
院
に
は
大
学
院

を
含
め
る
と
23
年
間
勤
務

し
、附
属
病
院
の
心
臓
C
T

検
査
の
立
ち
上
げ
や
血
管

内
治
療
の
チ
ー
フ
と
し
て

臨
床
及
び
研
究
に
あ
た
っ
て

お
り
ま
し
た
。放
射
線
診
断

専
門
医
、日
本
I
V
R
専
門

医
を
有
す
る
と
共
に
、現
在

日
本
医
学
放
射
線
学
会
及

び
日
本
I
V
R
学
会
の
代

議
員
を
拝
命
し
て
い
ま
す
。

図1

図3

図4

図2

図
り
救
命
向
上
を
目
指
し
て
い
ま

し
た
が
、塞
栓
術
の
み
で
は
臓
器

虚
血
を
来
す
リ
ス
ク
が
あ
り
、臓
器

不
全
に
至
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
を
用
い
る
こ

と
で
、止
血
と
伴
に
臓
器
血
流
の

温
存
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、緊
急

時
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
準
備

も
整
え
て
い
ま
す（
図
2
）。ま
た
、

塞
栓
を
行
う
場
合
も
、使
用
す
る

デ
バ
イ
ス
の
塞
栓
効
果
の
強
い
も
の

を
整
え
て
お
り（
図
3・4
）、緊
急

時
に
も
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

　
大
学
附
属
病
院
時
代
に
は
、

県
内
外
か
ら
各
種
部
位
の
動
静

脈
奇
形
や
静
脈
奇
形
の
患
者
さ
ん

を
紹
介
い
た
だ
き
、総
合
的
に
加

療
し
て
お
り
ま
し
た
。心
不
全
を

伴
う
重
度
の
も
の
か
ら
、あ
ま
り



日
本
内
視
鏡
外
科
学
会

技
術
認
定
取
得

【
地
域
医
療
研
修
を
終
え
て
】

③ 令和3年8月 ②令和3年8月

津崎　朝佳
つざき あさか

研修医

　

人
生
の
最
期
に
自
分
が
ど
う
在
り
た
い
か
、

誰
も
が
大
切
な
こ
と
だ
と
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

で
も
、な
ん
と
な
く「
縁
起
で
も
な
い
か
ら
」と

い
う
理
由
で
話
す
こ
と
を
避
け
て
は
い
な
い
で

し
ょ
う
か
。人
生
に
お
い
て
大
切
な
事
を
考
え
て

み
て
下
さ
い
。「
何
ら
か
の
病
を
患
っ
て
か
ら
」

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
十
分
な
準
備
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。「
何
ら
か
の
病
を
患
っ
て
か
ら
」

で
な
け
れ
ば
、何
も
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

「
何
ら
か
の
病
を
患
う
前
に
」も
し
も
に
つ
い
て

考
え
た
り
話
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と
は
い
け
な
い

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
も
し
バ
ナ
」ゲ
ー
ム

　

な
か
な
か
話
を
切
り
出
し
に
く
い
話
題

で
す
が
、こ
れ
を
ゲ
ー
ム
と
し
て
取
り
入
れ
た

「
も
し
も
の
た
め
の
話
し
合
い
」＝「
も
し
バ
ナ
」

ゲ
ー
ム
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。1
セ
ッ
ト

に
ト
ラ
ン
プ
の
よ
う
な
カ
ー
ド
が
36
枚
入
っ
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、

・
家
族
と
一
緒
に
過
ご
す
。

・い
い
人
生
だ
っ
た
と
思
え
る
。

・
自
分
の
人
生
を
振
り
返
る
。

・
私
の
思
い
を
聴
い
て
く
れ
る
人
が
い
る
。

・ユ
ー
モ
ア
を
持
ち
続
け
る
。

な
ど
、色
々
な
考
え
か
た
、価
値
観
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
か
ら
、自
分
が
納
得
の
い
く

カ
ー
ド
を
3
枚
選
び
、ど
う
し
て
そ
れ
を
選
ん

だ
か
声
に
し
て
み
ま
す
。す
る
と
不
思
議
と

自
分
の
中
で
、「
あ
ー
そ
う
な
の
か
」な
ど
と
、

妙
に
納
得
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
は
な
く
、家
族
5
人
で
、一
人
ひ
と

り
、声
に
し
て
聞
い
て
み
る
と
そ
の
人
の
考
え

方
も
わ
か
り
ま
す
。
た
だ
、誰
か
が
声
に

し
て
い
る
時
は
、絶
対
に
他
の
人
は
声
に
出
す

こ
と
は
な
く
、黙
っ
て
う
な
ず
い
て
聞
い
て

い
て
下
さ
い
。「
え
っ
、ど
う
し
て
？
」な
ど
と

質
問
や
意
見
な
ど
は
禁
止
で
す
。
な
ぜ

な
ら
、選
ん
だ
カ
ー
ド
は
そ
の
人
に
と
っ
て
の

価
値
観
で
あ
り
、個
人
な
の
で
す
か
ら
。カ
ー
ド

の
中
に
、自
分
の
意
図
す
る
思
い
が
な
か
っ
た

場
合
は
、ワ
イ
ル
ド
カ
ー
ド
が
あ
り
ま
す

の
で
、そ
の
カ
ー
ド
を
選
び
、自
分
の
考
え
を

声
に
し
て
下
さ
い
。
自
分
が
大
切
に
し
て

い
る
価
値
観
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ゲ
ー
ム
感
覚
で
、病
を
患
う
前
か
ら
人
生

の
早
い
段
階
で
、「
も
し
バ
ナ
」の
機
会
を
持
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

ひ
と
り
で
は
難
し
い

こ
の
話
し
合
い
の

意
義
を
、周
り
の
み

ん
な
で
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
人
生
の
最

期
の
話
を
も
っ
と

身
近
に
、会
話
で
き

た
ら
と
思
い
ま
す
。

〜 

「
も
し
バ
ナ
ゲ
ー
ム
」で
楽
し
く
自
分
の
事
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

〜

〜 

「
も
し
バ
ナ
ゲ
ー
ム
」で
楽
し
く
自
分
の
事
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

〜

ボランティア ～ひまわり文庫～
　

当
セ
ン
タ
ー
の
４
階
に
、ひ
ま

わ
り
文
庫
が
あ
り
ま
す
。寄

贈
さ
れ
た
本
の
閲
覧・貸
出
し

を
行
って
い
ま
す
。

　

図
書
グ
ル
ー
プ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
は
、貸
出
・
返
却

さ
れ
た
本
を
整
理
し
た
り
、

貸
出
票
の
記
録
を
行
な
っ
た

り
、時
に
は
破
損
し
た
本
の

修
繕
や
、本
棚
の
作
成
ま
で
、

幅
広
く
本
の
管
理
を
し
て
い

ま
す
。ま
た
、重
複
し
た
寄
贈

本
を
教
育
支
援
事
業
へ
送
る

活
動
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

　

入
院
患
者
の
面
会
禁
止
が

続
く
中
、少
し
で
も
よ
り
良
い

入
院
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

陰
な
が
ら
支
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　

ひ
ま
わ
り
文
庫
は
寄
贈
本
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
眠
っ
て
い
る
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
も
日
本
内
視
鏡
外
科
学
会
の

胃
切
除
の
技
術
認
定
を
2
0
0
7
年

に
取
得
し
て
お
り
、今
回
近
藤
先
生

が
取
得
さ
れ
た
こ
と
で
当
セ
ン
タ
ー
に

は
胃
切
除
の
技
術
認
定
医
が
2
名
在

籍
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。現
在
山

口
県
に
は
5
名
の
認
定
医
が
い
ま
す

が
、同
一
施
設
に
2
名
在
籍
す
る
の
は

当
セ
ン
タ
ー
の
み
で
す
。こ
れ
か
ら
も

鏡
視
下
手
術「
チ
ー
ム
関
門
」一
丸
と

な
っ
て
、質
の
高
い
体
に
優
し
い
手
術

を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、2
0
2
0
年
度
日
本
内

視
鏡
外
科
学
会
技
術
認
定
医
試
験

に
合
格
致
し
ま
し
た
。こ
の
資
格
は
、

『
術
者
と
し
て
安
全
な
内
視
鏡
手
術

を
遂
行
す
る
と
と
も
に
、内
視
鏡
手

術
手
技
の
後
進
に
対
す
る
指
導
、

よ
り
安
全
で
有
用
な
技
術
お
よ
び
器

具
の
開
発
、内
視
鏡
手
術
に
関
す
る

啓
発
に
努
め
、も
っ
て
わ
が
国
の
内
視

鏡
外
科
の
健
全
な
普
及
と
進
歩
に
貢

献
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。』と
さ
れ

て
お
り
、自
ら
が
安
全
で
質
の
高
い
手

術
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、他
の
外
科

医
を
指
導
で
き
る
高
い
レ
ベル
の
技
量

が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。審
査
に
は
、所

定
の
学
術
業
績
だ
け
で
な
く
手
術
ビ

デ
オ
の
審
査
が
あ
り
、

安
全
で
正
確
な
手
術

が
実
施
で
き
て
い
る
か

ど
う
か
の
厳
し
い
チ
ェッ

ク
が
な
さ
れ
ま
す
。消

化
器
外
科
領
域
で
は
各
臓
器
別
に
審

査
が
あ
り
、私
は
胃
切
除
術
の
部
門

で
取
得
し
ま
し
た
。外
科
専
門
医
の

み
が
受
験
可
能
で
す
が
、合
格
率
は

例
年
3
割
前
後
と
な
か
な
か
厳
し

く
、今
年
の
胃
切
除
領
域
の
合
格
率

も
28
％
で
し
た
。こ
の
資
格
を
取
得

す
る
た
め
に
は
、日
頃
か
ら
あ

ら
ゆ
る
内
視
鏡
下
手
術
に
お

い
て
、正
確
性
と
安
全
性
を
追

求
し
、円
滑
な
手
術
進
行
が

な
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
作
り
が
要

求
さ
れ
ま
す
。今
回
の
認
定

で
、当
セ
ン
タ
ー
の
腹
腔
鏡
下

手
術
に
携
わ
る
チ
ー
ム
全
体

（
外
科
医・麻
酔
科
医・手
術
室

看
護
師
、病
棟
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
）の
質

の
高
さ
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
大
変

あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
ま
す
。当
セ
ン

タ
ー
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
、低
侵
襲

か
つ
安
全
で
質
の
高
い
内
視
鏡
手
術

を
地
域
の
皆
様
に
提
供
で
き
る
よ
う
、

今
後
も
引
き
続
き
ス
タ
ッ
フ
全
員
で

精
進
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

近藤　潤也
こんどう じゅんや

外科医長

　

今
回
私
は
沖
縄
県
の
北
部

地
区
医
師
会
病
院
に
て
呼
吸

器
内
科
を
1
ヶ
月
回
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。北
部
地
区

の
呼
吸
器
疾
患
は
北
部
地
区

医
師
会
病
院
が
主
体
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
症
例
が
多
く

集
ま
っ
て
お
り
、C
O
P
D

急
性
増
悪
と
いっ
た
救
急
対
応

か
ら
肺
癌
s
t
a
g
e
Ⅳ
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
ま
で
幅
広
い

疾
患
を
経
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
1
ヶ

月
で
気
管
支
鏡
検
査
や
胸
腔

穿
刺
な
ど
の
手
技
を
見
学
・

経
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、

呼
吸
器
科
で
は
治
療
に
ス
テ
ロ

イ
ド
が
登
場
す
る
こ
と
が

多
く
、ス
テ
ロ
イ
ド
に
よ
る

副
作
用
や
日
和
見
感
染
予
防

に
つ
い
て
も
勉
強
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
、山
口
に
帰
っ
て

か
ら
も
こ
こ
で
得
た
知
識
・

経
験
を
生
か
し
て
自
身
の

研
修
病
院
に
少
し
で
も
還
元

で
き
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
医
局
の
先
生
方
、

研
修
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ

さ
っ
た
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
、

そ
し
て
呼
吸
器
内
科
の
先
生

方
に
は
、緊
急
事
態
宣
言
が

出
て
C
O
V
I
D
-19
の
対
応

に
追
わ
れ
る
大
変
な
時
に
も

か
か
わ
ら
ず
研
修
を
受
け

入
れ
て
い
た
だ
き
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。1
ヶ
月
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

吉野　茂文
よしの しげふみ

研修部長
外科医長

木島　政代
きじま まさよ

緩和ケア認定看護師

も
っ
と
身
近
に
A
C
P
を

も
っ
と
身
近
に
A
C
P
を

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、一人
で
過
ご
す
時
間
、家
族
と
過
ご
す
時
間
が
大
切
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、ア
ド
バ
ン
ス
ケ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ（
A
C
P
）に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

A
C
P
と
は
、病
を
き
っ
か
け
に
し
て
、

み
ん
な
で
今
後
の
治
療
や
療
養
に
つ
い
て
、

あ
ら
か
じ
め
話
し
合
う
こ
と
を
言
い
ま
す
。

治
療
の
選
択
だ
け
で
は
な
く
、一
人
ひ
と
り

に
と
っ
て
の
気
が
か
り
や
大
切
に
し
た
い

こ
と
、そ
し
て
い
つ
か
訪
れ
る
人
生
の
最
期
を

ど
う
過
ご
す
か
、と
い
う
幅
広
い
内
容
を

含
む
話
し
合
い
の
プ
ロ
セ
ス
で
す
。話
し
合
い

の
中
で
支
援
で
き
る
こ
と
を
模
索
す
る
と

い
う
、A
C
P
は「
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が

様
々
な
苦
難
に
対
処
し
、そ
れ
を
乗
り
越
え

る
た
め
の
支
援
」そ
の
も
の
で
す
。

ソーキそばで栄養補給の沖縄研修。北部地区医師会病院にて

関
門
医
療
セ
ン
タ
ー
に
は

胃
切
除
の
技
術
認
定
医
が
2
名
在
籍




